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福井地震という大震災を経験した福井地域の住民に対して，田中 ・ 服部 (2001 ) はアンケート方式
により地震防災意識調査を行った . 彼女らは回答者を，年齢別，男女別，被災経験の有無等によりグ
ルーピングし，防災準備状況を解析した .





を表 l に示す . ここで，下宿生は，彼らの自宅についての質問と下宿についての質問の両方に回答し
ている . アンケートによる質問は，防災準備状況(準備度)と防災準備の可能性(可能度)の両方に
ついてなされている . 前報(田中 ・ 服部， 2001) では， 主に防災準備状況に注目して解析した.今回
は防災準備の可能性(可能度)についても検討対象とした.
アンケート調査の実施に関する背景や調査方法については田中・服部 (2001) に詳述されており，
調査結果の原データは杉浦 (2002) に掲載されている . 必要に応じて，それらを参照されたい.
表 1 アンケート調査における有効回答者数の内訳.下宿生に対しては，各人の自宅についての質問
と下宿についての質問の両方に回答するように求めた.田中・服部 (2001) の表 l の一部
自宅生活者 戸寸ιー 生
年齢 自 宅生 下宿生 計
男 女 男 女 男 女
10ft 。 。 19 16 58 3 96 
20代 25 27 7 8 14 6 87 
30代 41 17 。 。 。 。 58 
40代 28 31 。 。 。 。 59 
50代 26 19 。 。 。 。 45 
60代 11 5 。 。 。 。 16 
言十 131 99 26 24 72 9 361 
L 一一
キーワード : 下宿生，自宅生 防災準備度，防災可能度
場 IsamuHatori (Department of Regional Environment Studi巴s ，Fukui University, Fukui 910-8507, JAPAN) 







明する(図 1) . 今 3 つのグループ， A , B , 
C ，があ っ たとする . 例えば， 10才代の人の
グループ， 20才代の人のグループ， 30才代の
人のグループなどである . グループA に属す
る人の数，グループB に属する人の数，グル
ープC に属する人の数の比を a b c とす
る (a + b + c = 100%) . 正三角形の各頂点
に A ， B , C を記す.辺BC に平行で、，頂点





(辺 BC も l 辺とする) .を引く . 辺BC か




図 1 . 三角ダイアグラムとそのの読み方.頂点， A , 
B ， C で示される成分の構成割合は， a , b , 
c で示される.ただし， a + b + C = 1. o. 
ある辺BC から a %, B の対辺である辺CAから b% ， C の対辺である辺AB から c%の位置にある
点 P でもって，各グループの属する人の比が示される.説明を変えると，点 P は，グループA ，グル
ープB ，グループC に属する人の割合を，対辺までの距離の比 ( a ， b , c ) として表現している .
回答者グループ毎の回答内容
この研究では ， 被験者及び彼らによる回答を 4 つのグループに分類し，地震防災の準備状況の相E








図 2 に26組の質問に対する回答者グループ毎の回答を示す . 各質問には，‘何々していますか'と
いう準備度に対するものと ( タイプ a) ，‘何々できますか'という準備の可能性 (可能度) に対する
もの ( タイプ b) の 2 種類ある.前者に対する回答は，質問に対して，‘回答無し'，‘はい\‘いい
え'，‘不明' ， の 4 つあり，後者に対する回答は，‘回答無し\‘簡単\‘やや困難\‘困難\‘大変
困難\‘不可能'の 6 つある (25b のみ‘不明'がある) . 無回答の割合は，杉浦 (2001 ) に掲載さ
れている.ここでは，無回答を除いて，全回答数における割合として表示 した.すなわち，‘はい'，
‘いい え'，及び‘不明'については，それ ら の総和を 100% として計算 し， 表示した . 準備度を求め
るタイプ a の質問では ， '1まい'に1. 0，‘いいえ'に-1. 0，‘不明'に0.0 を重みとして与え，可能度
を求めるタイプ b の質問では，‘簡単'Jやや困難'J困難'J大変困難\‘不可能'，に各々 4.0 ， 3. 0, 




福井大学の 自宅生と下宿生の地震に対する準備度 - 準備可能度の解析
大人自宅生下宿生下宿生重み
の自宅の自宅の下宿
( 1 a 懐中電灯を準備していますか〉
はい 91.8 76.0 86.6 46.4 1.0 
いいえ 6.9 16.0 13.4 52.4 -1. 0 
不明 1.3 8.0 0.0 1.2 0.0 
準備度 0.85 0.60 0.73 -0.06 
{ 1 b それを準備することは〉
簡単 97.5 82.6 96.1 78.0 4.0 
やや困難 2.0 15.2 2.6 15.9 3.0 
困難 0.0 2.2 0.0 3.7 2.0 
大変困難 0.5 0.0 0.0 2.4 1.0 
不可能 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 
可能度 3.97 3.80 3.92 3.70 
{2a 懐中電灯用の乾電池を準備していますか〉
はし\ 70.0 52.0 56.1 23.8 1.0 
いいえ 25.7 30.0 35.4 75.0 -1.0 
不明 4.3 18.0 8.5 1.2 0.0 
準備度 0.44 0.22 0.21 -0.51 
{2b それを準備することは〉
簡単 93.7 80.9 93.5 78.3 
やや困難 5.4 12.8 3.9 14.5 
困難 0.0 6.4 2.6 3.6 
大変困難 1.0 0.0 0.0 3.6 
不可能 0.0 0.0 0.0 0.0 
可能度 3.92 3.74 3.91 3.67 
(3a 携帯ラジオを持っていますか〉
はい 68.0 54.0 57.3 21.4 
いいえ 30.7 36.0 36.6 78.6 
不明 1. 3 10.0 6. 1 0.0 










簡単 76.4 54.3 62.3 56.6 4.0 
やや困難 15.3 23.9 23.4 24.1 3.0 
困難 6.9 19.6 11.7 15.7 2.0 
大変困難 1.5 2.2 0.0 2.4 1. 0 
不可能 0.0 0.0 2.6 1.2 0.0 













lま し 1 53.5 30.6 32.9 12.0 1.0 
いいえ 43.0 51. 0 54.9 88.0 -1.0 
不 日月 3.5 18.4 12.2 0.0 0.0 
準備度 0.10 -0.20 -0.22 -0.76 
(4b それを準備することは〉
簡単 82.8 68.1 76.9 69.9 4.0 
やや困難 11. 3 12.8 15.4 16.9 3.0 
困難 4.9 17.0 5. 1 9.6 2.0 
大変困難 1.0 2. 1 1.3 3.6 1.0 
不可能 0.0 0.0 1.3 0.0 0.0 
可能度 3.76 3.47 3.65 3.53 
(5a 緊急放送の選局方法を知っていますか〉
はい 12.5 8.2 8.5 7.2 1.0 
いいえ 84.5 83.7 84. 1 91. 6 -1.0 
不明 3.0 8.2 7.3 1.2 0.0 
準備度 -0.72 -0.76 -0.76 -0.84 
(5b それを知ることは〉
簡単 33.3 18.4 24. 1 20.2 4.0 
やや困難 34.8 49.0 43.0 39.3 3.0 
困難 25.3 24.5 21. 5 28.6 2.0 
大変困難 5.1 4. 1 7.6 7.1 1.0 
不可能 1.5 4. 1 3.8 4.8 0.0 








はい 66.5 66.0 63.4 31.3 1.0 
いいえ 32.2 30.0 30.5 68.7 -1.0 
不明 1. 3 4.0 6. 1 0.0 0.0 メ丈八Aふいえ入
準備度 0.34 0.36 0.33 -0.37 lまい いいえ
(6b それを準備することは〉
簡単 80.5 70.8 80.5 67.1 4.0 
やや困難 15.1 20.8 15.6 23.2 3.0 
困難 3.4 6.2 3.9 8.5 2.0 
大変困難 1. 0 2. 1 0.0 0.0 1.0 
不可能 0.0 0.0 0.0 1. 2 0.0 






はい 16.4 14.0 18.3 7. 1 - 1. 0 
いいえ 83.6 80.0 76.8 91.7 --1.0 
不明 0.0 6.0 4.9 1.2 0.0 
















































4 日分以上の乾燥食料・缶詰を準備していますか) . 、
14.6 4.0 18.3 10.7 1.0 J:-- 8a ----¥ 
82.4 82.0 70.7 89.3 --1. 0 / \企 Á)\
3o 14.0 11.0 0.0 0.0 /\lV\八八八〈六ぷヘ










































可能度 3.24 3.06 3.34 3.12 
(9a 利用可能な消火器を準備していますか〉
はし、 69.7 76.0 53.7 22.6 1.0 
いいえ 25.6 20.0 43.9 76.2 --1.0 
不明 4.7 4.0 2.4 1. 2 0.0 
準備度 0.44 0.56 0.10 --0.54 
(9b それの利用方法を知っていますか〉
簡単 63.5 50.0 26.3 23.8 4.0 
やや困難 22.5 27.3 32.9 21.2 3.0 
困難 9.0 22.7 32.9 31.2 2.0 
大変因難 4.0 0.0 6.6 20.0 1.0 
不可能 1.0 0.0 1.3 3.8 0.0 









はし\ 85.8 70.0 74.4 33.3 1.0 
いいえ 13.3 22.0 24.4 66.7 --1.0 
不明 0.9 8.0 1.2 0.0 0.0 ん八八二公ふ
準備度 0.73 0.48 0.50 --0.33 はい いいえ
(10b それらを準備することは〉
簡単 86.5 82.6 71. 6 51.9 4.0 
やや困難 9.0 10.9 24.3 25.9 3.0 
困難 3.0 4.3 2.7 14.8 2.0 
大変困難 1.0 2.2 1.4 6.2 1.0 
不可能 0.5 0.0 0.0 1.2 0.0 
可能度 3.80 3.74 3.66 3.21 
{11a 水道の元栓がと‘こにあるか知っていますか〉
はし\ 75.2 42.0 51.2 38.1 1.0 
いいえ 24.8 58.0 48.8 61.9 --1.0 




はし、 67.1 30.0 39.5 35.7 1.0 
いいえ 32.9 70.0 60.5 64.3 --1.0 
準備度 0.34 --0.40 --0.21 --0.29 はい
いいえ
ガスの元栓がどこにあるか知っていますか. ) 氏一一 一一九(12a 
はし1




は~\ 90.9 72.0 76.2 73.4 1.0 
いいえ 9.1 28.0 23.8 26.6 --1.0 
準備度 0.82 0.44 0.52 0.47 1まい
いいえ
{13a 電気のブレーカがどこにあるか知っ ていますか・ 〉 正一一 13a 一一弘
はい 98.7 100.0 97.6 94.0 1. 0 / ¥ / ¥ 
いいえ 1. 3 0.0 2.4 6.0 --1. 0 /¥ /¥ ^  ^  ^八八八六入









ますか〉 正一一 13b ~ 
90.6 78.0 84.0 90.5 1. 0 / ¥ / ¥ 
94 22.0 16.0 9.5-10 ハ八/\八八八^^パア\
準備度 0.81 0.56 0.68 0.81 はい . いいえ
(14a 貴方の自宅ではー食器司食品などが落下し散乱し
ないように整理しでありますか〉
はし\ 20.9 24.0 48.8 25.6 1.0 
いいえ 75.6 64.0 39.0 72.0 -1.0 
不明 3.4 12.0 12.2 2.4 0.0 点^^ベス悩ゑ準備度一0.55 -0.40 O. 10 -0.46 
(14b そのようにすることは〉
簡単 24.2 33.3 41.3 40.0 4.0 
やや困難 37.4 31.2 28.0 35.0 3.0 
困難 30.1 31. 2 24.0 18.8 2.0 
大変困難 7.8 2. 1 4.0 5.0 1.0 
不可能 0.5 2. 1 2.7 1.2 0.0 
可能度 2.77 2.92 3.01 3.08 
(15a 屋外に置いた不安定な物 (屋外ボイラーなど )
転倒防止ができていますか〉
はし\ 48.0 24.0 28.0 
いいえ 38.8 50.0 39.0 
不明 13.2 26.0 32.9 
22.9 1. 0 
45.8 ー1. 0
31. 3 0.0 
準備度 0.09 -0.26 -0.11 -0.23 
(15b そのようにすることは〉
簡単 36.3 14.0 22.2 16.7 4.0 
やや困難 34.6 39.5 41.7 27.8 3.0 
困難 23.1 34.9 30.6 41.7 2.0 
大変困難 5.5 9.3 4.2 9.7 1.0 
不可能 0.5 2.3 1.4 4.2 0.0 




(16a 屋内の背の高い家具 ( タンスなど ) の転倒防止が
できていますか〉 、
は い 13.7 14.0 24.4 13.3 1.0 J..- 16a ーーミ
いいえ 85.0 76.0 67.1 73.5 -1.0 / ¥ • / ¥ 
不明 1. 3 10.0 8.5 13.3 0.0 A 八八八八 AA~VA 八





服部 勇 ・ 田中和子
大 人 自宅生下宿生下宿生重 み
の自宅 の自宅 の下宿
(16b そうすることは〉
簡単 14.4 10.9 27.8 17.5 4.0 
やや困難 44.7 43.5 31. 6 33.8 3.0 
困難 28.4 32.6 35.4 37.5 2.0 
大変困難 11. 5 13.0 3.8 6.2 1.0 
不可能 1.0 0.0 1.3 5.0 0.0 
可能度 2.60 2.52 2.81 2.53 
(17a 高いところに置いた重い物カf落下しないようにし
てありますか〉
はい 17.4 18.0 
いいえ 75.3 70.0 







準備度 -0.58 -0.52 -0.57 -0.56 はい いいえ
(17b そのようにすることは〉
簡単 21. 1 15.2 23.4 25.0 4.0 
やや困難 42.6 50.0 36.4 26.2 3.0 
困難 25.5 23.9 32.5 40.0 2.0 
大変困難 8.3 10.9 7.8 6.2 1.0 
不可能 2.5 0.0 0.0 2.5 0.0 
可能度 2.72 2.70 2.75 2.65 
(18a 貴方は家族と，地震の際どうしたらよいか話し合
っ たことがありますか〉
はし 1 37.0 32.0 32. 1 2.4 1.0 
いいえ 62.6 68.0 66.7 95.2 ー1. 0
不 日月 0.4 0.0 1.2 2.4 0.0 
準備度 -0.26 -0.36 -0.35 -0.93 lまい
(18b 話し合うことは〉
簡 単 73. 7 59.6 62.8 15.7 4.0 
やや困難 16.4 25.5 23. 1 21. 7 3.0 
困難 5.6 12.8 9.0 31. 3 2.0 
大変困難 2.3 0.0 3.8 18. 1 1.0 
不可能 1.9 2.1 1.3 13.3 0.0 







は し、 77.8 60.0 61. 7 26.5 1.0 
いいえ 21.4 34.0 37.0 72.3 -1.0 
不 明 0.9 6.0 1.2 1.2 0.0 
準備度 0.56 0.26 0.25 -0.46 1まい
(19b 救急病院を探し出すことは〉
簡単 84.9 82.2 68.8 46.3 4.0 
やや困難 12.7 13.3 20.8 29.3 3.0 
困難 2.0 4.4 10.4 20.7 2.0 
大変困難 0.5 0.0 0.0 3.7 1.0 
不可能 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
可能度 3.82 3.78 3.58 3.18 
(20 貴方の自宅は，地震保険に加入していますか〉
はし\ 20.8 18.0 14.6 7.2 1.0 
いいえ 59.3 16.0 17.1 14.5 -1.0 
不明 19.9 66.0 68.3 78.3 0.0 
準備度 -0.39 0.02 -0.02 -0.07 lまい
(21a 貴方の住む地区で 地震に備えるための啓発行事





はい 50.4 26.0 19.8 16.9 1.0 L一一 l 企 一一弘




不明 16.2 16.0 18.5 28.9 0.0 庁水八八八八〈八六入
準備度 0.17 ー0.32 ー0.42 ー0.37 はい いいえ
(21b そのような集会に参加することは〉
簡単 40.8 23.4 29.9 25.9 4.0 
やや困難 40.8 42.6 44.2 42.0 3.0 
困難 13.1 25.5 22.1 28.4 2.0 
大変困難 2.3 8.5 3.9 3.7 1.0 
不可能 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0 
可能度 3.15 2.81 3.00 2.90 
(22 貴方は，住居の耐震性を向上させることを義務化
することに賛成ですか〉 ‘ 
いいえ 17.0 16.0 13.4 18.1 -1.0 / ¥ _ / ¥ 
不明 11.4 4.0 9.8 8.4 0.0 付ゆ\/V':L仏八六入
準備度 0.55 0.64 0.63 0.55 はい いいえ
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はし\ 40.4 12.0 8.5 
いいえ 31.7 34.0 37.8 
不明 27.8 54.0 53.7 
2.4 1. 0 
24.1 -1.0 
73.5 0.0 





は~\ 10.8 18.0 
いいえ 75.3 72.0 





59.0 -1. 0 
14.5 0.0 ぷ八八ベィA
準備度ー0.65 -0.54 -0.23 -0.33 lまい
準備度 0.25 0.04 -0.31 0.21 
(25b 地震の際，帰宅することは〉
簡単 34.9 12.0 7.4 42.2 4.0 
やや困難 30.7 32.0 22.2 25.3 3.0 
困難 16. 1 26.0 21. 0 18. 1 2.0 
大変困難 11. 5 18.0 39.5 8.4 1.0 
不可能 2.8 2.0 4.9 1.2 0.0 
不明 4.1 10.0 4.9 4.8 0.0 
可能度 2.75 2.14 1. 78 2.89 
(26 貴方は，過去の大震災での教訓を現在の貴方の
日常生活に役だてていますか〉
はし\ 3.5 0.0 3.7 
いいえ 36.2 38.0 16.0 
















三角ダイアグラムに表示された回答の多くは， 三角形の底辺 ( ‘はい'一‘いいえ'の辺)に沿っ
て分布する.底辺から大きく離れて分布するのは， 15a (屋外物品の転倒防止) ， 20a (地震保険への








とも一因であろう.飲料水( 7 a) や食料 (8a) ，屋内家具の転倒防止 (16a) ，器物の落下防止(l7a)
も‘いいえ'が多く，この面では，あらゆる回答者グループで，地震を意識した準備ができていない
ことを示す .
















































を縦軸，横軸とする座標系を作成した(図 3 ) . 
質問に対する両者の回答が同じようであれば，
斜め中央への線の周囲に座標点が並ぶはずで






る.図 3 では ， 第 2 象限に分布する回答群は
なく，ここでの質問に関する限り，下宿生の
方が大人より準備が進んでいると判断される
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としたら，その取り組みは図 6 の勾配 2 に沿
411: 
って向上するものと，勾配 l に沿って向上す I? 
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図 5 : 全標本における準備度と可能度の関係.両者の聞
には正の関係があるが，ぱらつきも大きい .
能性は田中・服部によっても指摘されている.制
図 3 は，そのことを明確に示している.図 3 ω 
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